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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、鳥肉腫ウイルス17の推定形質転換遺伝子です。ウイルスタンパク質と非常に類似したタンパク質をコードし、特定の標的DNA配列と直接相互作用して遺伝子発現を制御します。この遺伝子はイントロンを持たず、ヒト悪性腫瘍における転座と欠失の両方に関与する染色体領域である1p32-p31にマッピングされています。[RefSeq提供、2008年7月],機能：エンハンサーヘプタマーモチーフ5'-TGA[CG]TCA-3'を認識して結合する転写因子。,PTM：リン酸化により転写活性が増強されます。PRKDCによってリン酸化されます。,類似性：bZIPファミリーに属します。,類似性：bZIPファミリーに属します。Junサブファミリー。,類似性：1つのbZIPドメインを含みます。,サブユニット：FOSまたはBATF3のいずれかとのヘテロ二量体。 HIVEP3と相互作用する（類似性による）。SMAD3/SMAD4ヘテロダイマーと相互作用する。MYBBP1A、SPIB、TCF20と相互作用する。COPS5と相互作用し、間接的にそのリン酸化を引き起こす。DSIPIと相互作用し、この相互作用は活性型AP1の標的DNAへの結合を阻害する。
	研究分野
	MAPK_ERK_Growth;MAPK_G_Protein;ErbB_HER;WNT;WNT-T CELL接着斑;Toll_Like;T_Cell_Receptor;B_Cell_Antigen;Neurotrophin;GnRH;Helicobacter pylori 感染における上皮細胞シグナル伝達;がんにおける経路;結腸直腸がん;腎細胞がん;
	画像データ
	

	c-Jun抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	c-Jun抗体を用いたHeLa細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	ヒト肺組織の免疫蛍光染色。1, AP-1ポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bの合成。
	

	ヒト肺組織の免疫蛍光染色。1, AP-1ポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bの合成。
	

	ヒト胃組織の免疫蛍光染色。1, AP-1ポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bのマージ。
	

	ヒト胃組織の免疫蛍光染色。1, AP-1ポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bのマージ。
	

	ラット肺組織の免疫蛍光染色。1, AP-1ポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bの合成。
	

	ラット肺組織の免疫蛍光染色。1, AP-1ポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bの合成。
	

	AP-1ウサギポリクローナル抗体（1:1000希釈、4℃、一晩）を用いた各種細胞のウェスタンブロット解析。二次抗体：ヤギ抗ウサギIgG IRDye 800（1:5000希釈、25℃、1時間）。

